
急性期疾患の特徴と初期診断

～腹部領域～





(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 2.2　㎎/dl 赤血球(RBC) 464×10⁴/μ ℓ
AST 142　U/l 白血球(WBC) 124×10²/μ ℓ
ALT 67　U/l 血小板(Plts) 31.9×10⁴/μ ℓ
LDH 322　U/l
ALP 451　U/l

γ -GTP 248　U/l
尿素窒素 16.9　㎎/dl

尿酸 7.1　㎎/dl
総蛋白 6.8　g/dl

AlB 3.7　g/dl
P-AMY 451　U/l
Crea 0.57　㎎/dl
CRP 4.51　㎎/dl



(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 2.2　㎎/dl 赤血球(RBC) 464×10⁴/μ ℓ
AST 142　U/l 白血球(WBC) 124×10²/μ ℓ
ALT 67　U/l 血小板(Plts) 31.9×10⁴/μ ℓ
LDH 322　U/l
ALP 451　U/l

γ -GTP 248　U/l
尿素窒素 16.9　㎎/dl

尿酸 7.1　㎎/dl
総蛋白 6.8　g/dl

AlB 3.7　g/dl
P-AMY 451　U/l
Crea 0.57　㎎/dl
CRP 4.51　㎎/dl









シャルコー

レイノイズ



Ａ 全身の炎症所見
A-1．発熱・悪寒
A-2．血液検査：炎症反応所見

Ｂ 胆汁うっ滞所見
B-１．黄疸

B-2．血液検査：肝機能検査異常

Ｃ 胆管病変の画像所見
C-１． 胆道の拡張
C-2． 胆管炎の成因：胆管狭窄，胆管結石，ステントなど)

疑診：Ａのいずれか＋Ｂのいずれかを＋Ｃのいずれかを満たす
確信：Ａのいずれか＋Ｂもしくは＋Ｃのいずれかを認めるもの





拡張した肝内胆管







(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 1.3　㎎/dl 赤血球(RBC) 505×10⁴/μ ℓ
AST 28　U/l 白血球(WBC) 156×10²/μ ℓ
ALT 51　U/l 血小板(Plts) 19.5×10⁴/μ ℓ
LDH 217　U/l Hgb 16.5　g/dl
ALP 181　U/l Neut 90.30%

γ -GTP 80　U/l
尿素窒素 20.4　㎎/dl

尿酸 7.1　㎎/dl
総蛋白 6.8　g/dl

AlB 3.7　g/dl
Crea 0.76　㎎/dl
CRP 19.02　㎎/dl



(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 1.3　㎎/dl 赤血球(RBC) 505×10⁴/μ ℓ
AST 28　U/l 白血球(WBC) 156×10²/μ ℓ
ALT 51　U/l 血小板(Plts) 19.5×10⁴/μ ℓ
LDH 217　U/l Hgb 16.5　g/dl
ALP 181　U/l Neut 90.30%

γ -GTP 80　U/l
尿素窒素 20.4　㎎/dl

尿酸 7.1　㎎/dl
総蛋白 6.8　g/dl

AlB 3.7　g/dl
Crea 0.76　㎎/dl
CRP 19.02　㎎/dl











種類 特徴

カタル性虫垂炎 虫垂粘膜が炎症を起こし、うっ血した状態。
炎症は粘膜に限定される。

蜂窩織炎性虫垂炎 粘膜下層、筋層、漿膜までの
全層に炎症が起こっている状態。

壊疽性虫垂炎 内腔には滲出液が貯留し、
組織の破壊・壊死が認められる。



➡壊疽性急性虫垂炎



McBurney点

虫垂の付着部。
右上前腸骨棘と臍を結ぶ点の
外側１/３の点

Lanz点

虫垂の先端。
左右上前腸棘を結ぶ
点の右外側１/３の点

マックバーニー

ランツ







(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 1.6　㎎/dl 赤血球(RBC) 590×10⁴/μ ℓ
AST 0.4　U/l 白血球(WBC) 137×10²/μ ℓ
ALT 54　U/l 血小板(Plts) １7.4×10⁴/μ ℓ
LDH 58　U/l
ALP 305　U/l

γ -GTP 283　U/l
尿素窒素 　㎎/dl

尿酸 　㎎/dl
総蛋白 7.7　g/dl

AlB 　g/dl
B-AMY 294　U/l
U-AMY 　U/l
P-AMY 255　U/l
Crea 0.94㎎/dl
CRP 0.05　㎎/dl
Ca 9.3　㎎/dl



(生化学) 患者測定値 (抹消血液一般) 患者測定値
T.Bill 1.6　㎎/dl 赤血球(RBC) 590×10⁴/μ ℓ
AST 0.4　U/l 白血球(WBC) 137×10²/μ ℓ
ALT 54　U/l 血小板(Plts) １7.4×10⁴/μ ℓ
LDH 58　U/l
ALP 305　U/l

γ -GTP 283　U/l
尿素窒素 　㎎/dl

尿酸 　㎎/dl
総蛋白 7.7　g/dl

AlB 　g/dl
B-AMY 294　U/l
U-AMY 　U/l
P-AMY 255　U/l
Crea 0.94㎎/dl
CRP 0.05　㎎/dl
Ca 9.3　㎎/dl





急性膵炎臨床診断基準 （２００８年改訂）

1) 上腹部に急性腹痛発作と圧痛がある。

2) 血中、または尿中に膵酵素の上昇がある。

3) 超音波、ＣＴまたはMRIで膵に急性膵炎に伴う異常所見がある。

上記３項目中２項目以上を満たし、
他の膵疾患及び急性腹症を除外したものを急性膵炎と診断する。
ただし、慢性膵炎の慢性膵炎の急性増悪は急性膵炎に含める。



・ 重症急性膵炎: 予後因子3点以上または造影CT Grade 2以上

・ 軽症急性膵炎: 予後因子2点以下および造影CT Grade 1以下

・重症度判定基準の予後因子スコア 3点以上で
重症と判定された症例は、
重症急性膵炎に対応可能な施設に搬送します。
初期に予後因子スコアが2点以下であっても、
経時的に重症度判定を行う。



急性膵炎の重症度判定基準 （２００８年改訂)予後因子

原則として発症後 48時間以内に判定することとし、
以下の各項目を 1点として、合計したものを予後因子の点数とします。

1.   Base excess ≦ -3 mEq/lまたはショック
2.   PaO2 ≦ 60 mmHg (room air)または呼吸不全
3.   BUN ≧ 40 mg/dl (またはCr≧2.0 mg/dl)または乏尿
4.   LDH ≧ 基準値上限の2倍
5.   血小板数 ≦ 10万/mm3

6.   総Ca値 ≦ 7.5 mg/dl
7.   CRP ≧ 15 mg/dl
8.   SIRS診断基準における陽性項目数 ≧ 3
9.   年齢 ≧ 70歳

・予後因子が3点以上を重症、 2点以下を軽症と判定します。



• 原則として発症後48時間以内に判定
• 炎症の膵外進展度と膵の造影不良域のスコアが

合計1点以下をGrade 1とし、2点をGrade 2、3点以上をGrade 3と診断します。
• 造影CT Grade 2以上を重症、Grade 1以下を軽症と判定します。
1．炎症の膵外進展度

1) 前腎傍腔 0点
2) 結腸間膜根部 1点
3) 腎下極以遠 2点

2．膵の造影不良域
膵臓を便宜的に膵頭部、膵体部、膵尾部の3つの区域に分け、
1) 各区域に限局している場合、または膵の周辺のみの場合 0点
2) 2つの区域にかかる場合 1点
3) 2つの区域全体をしめる、またはそれ以上の場合 2点



前腎傍腔

次のように前腎傍腔で炎症が留まる場合は、0点となります。



結腸間膜根部

次のように横行結腸間膜に炎症が及ぶ場合は、1点となります。



膵造影不良　　　　　　　 　 膵外進展度 前腎傍腔 結腸間膜根部 腎下極以遠

膵周囲のみにある各区域に限局 Grade1 Grade1 Grede2

2つの区域にかかる Grade1 Grede2 Grede3

2つの区域全体あるいはそれ以上 Grede2 Grede3 Grede3





前腎傍腔

結腸間膜根部

腎下極以遠

造影不良が膵周囲のみあるいは
各区域に限局

grade2

炎症あり

重症急性膵炎



Colon cut-off sign Sentinel loop sign



Shiraoka Central General Hospital



Shiraoka Central General Hospital


